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那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す
る
資
料

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
那
須
与

一
を
生
み
出
し
た
那
須
家
に
伝
わ
っ
た

資
料
群
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
与
一
に

直
接
関
わ
る
資
料
と
い
う
の
は
、
実
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
大
変
貴
重

な
も
の
で
す
。
そ
の
中
か
ら
今
回
は
与

一
が
用
い
た
と
さ
れ
る
太
刀
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

太
刀 

銘
成
高

　

こ
の
太
刀
は
、  

元
暦
２

年（
１
１
８
５
）の
屋
島
合
戦

に
お
い
て
与
一
が
扇
の
的

を
射
た
際
、 

身
に
つ
け
て

い
た
と
さ
れ
る
も
の
で
、 

那
須
家
の
宝
物
の
中
で
も

特
に
重
視
さ
れ
て
き
た
も

の
で
す
。  

作
者
で
あ
る
成

高
は
、平
安
末
期
か
ら
鎌
倉

初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た

古
備
前
派
の
刀
工
で
す
が
、

そ
の
作
品
は
現
在
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
お
ら
ず
、そ
う
い

っ
た
点
で
も
貴
重
な
資
料

で
す
。

　

写
真
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、大
変
細
身
で
反
り
が

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。
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■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

　ふれあいの丘には、子どもたちがのびのびと
遊べる広々とした芝生広場があり、その周縁に
はたくさんの彫刻が設置されています。この作
品は、広場の東端に並んでいるものの１つで、
一番南から数えて３番目のものです。
　作者は子どものころに遊んだ「杜（もり）」

　　　　　　　　　をイメージしてつくったと
　　　　　　　　　いいます。その杜は、町並
　　　　　　　　　みから少し外れたところに
　　　　　　　　　あって、「いつでも緊張と
　　　　　　　　　冒険の世界」を与えてくれ
　　　　　　　　　て、「その中で自然の不思
議さ大切さを学び、友だちや動植物に友情と愛
情を育」んだといいます。作者の記憶を形に表
したこの「杜」は、現代の子どもたちにどんな
世界として見えてくるでしょうか。
　作者は日原公大氏。本市彫刻シンポジウムの
開始当初からオルガナイザーとしてイベントを
主導しています。ほか
に、那須野が原ハーモ
ニーホールや街かど美
術館の運営委員なども
務め、本市の文化芸術
の振興にご尽力いただ
いています。道の駅那
須与一の郷に設置され
ている「与一」像も日
原氏の作品です。

杜のフォルム（記憶の杜）
日原　公大 （大田原市） 1997年
ひ  はら　　  こう だい

日原  公大  氏日原  公大  氏

設置場所案内図（★印）

★

シャトー
エスポワール
シャトー・
エスポワール

芝生広場 芝生広場

ふれあいの丘

駐
車
場

多目的広場

強
い
と
い
う
、
す
ぐ
れ
た
古
備
前
の
特
徴

を
よ
く
備
え
て
お
り
、
国
の
重
要
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
逸
品
で
す
。

綾
包
太
刀
拵

　

さ
て
こ
の
太
刀
銘「
成
高
」に
は
、
拵
が

附
属
し
て
い
ま
す
。

　

拵
と
は
刀
剣
の
外
装
の
こ
と
で
、
柄
・

鐔
・
鞘
な
ど
、
刀
身
を
覆
う
部
品
を
総
称

し
た
も
の
で
す
。

　

黒
漆
塗
り
の
鞘
が
緑
色
の
綾
で
包
ま

れ
て
い
る
た
め
、「
綾
包
太
刀
拵
」の
名
で

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
拵
は
現
在
で
は
、
鐔
が
失
わ
れ
、

綾
の
大
部
分
が
剥
落
す
る
な
ど
、
か
な
り

傷
み
の
あ
る
状
態
で
す
が
、
こ
の
拵
も
ま

た
、
中
身
の
太
刀
に
劣
ら
ず
貴
重
な
も
の

な
の
で
す
。

　

こ
れ
は
中
身
の
太
刀
と
同
じ
時
期
、
つ

ま
り
８
０
０
年
以
上
前
に
作
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
古
い
時
期
の
拵
と

い
う
の
は
、
日
本
全
体
で
み
て
も
実
は
ほ

と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

そ
の
希
少
性
ゆ
え
、中
身
の
太
刀
銘「
成

高
」と
同
様
に
、こ
の「
綾
包
太
刀
拵
」も
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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